
即 席 麺

……………………
きょうの主な内容

��～�� 即席麺特集
�� アイス版

１８年は即席麺誕生６０
周年。４年連続で総
需要過去最高目指す。
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６
日
に
近

畿
、
東
海
、

関
東
甲
信
で

梅
雨
入
り
し

た
。
梅
雨
の

語
源
を
調
べ

る
と
、
中
国

か
ら
梅
雨
（
ば
い
う
）
と

し
て
伝
わ
り
、
江
戸
時
代

頃
か
ら
「
つ
ゆ
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
日
本
歳
時
記
に
は

「
此
の
月
淫
雨
ふ
る
こ
れ

を
梅
雨
（
つ
ゆ
）
と
名
づ

く
」
と
あ
る
▼
中
国
で
は

黴
（
か
び
）
が
発
生
し
や

す
い
時
期
の
雨
と
い
う
意

味
で
、
元
々
「
黴
雨
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
カ
ビ

で
は
語
感
が
悪
い
の
で
、

同
じ
読
み
で
季
節
に
合
う

梅
の
字
を
当
て
た
と
す
る

説
が
あ
る
。
梅
の
熟
す
時

期
の
雨
と
い
う
意
味
で
、

元
々
梅
雨
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
す
る
説
も
あ
る
▼
梅

雨
の
雨
は
梅
に
と
っ
て
は

恵
み
の
雨
で
あ
り
、
こ
の

時
期
に
雨
が
降
る
こ
と
で

実
が
大
き
く
膨
ら
む
。
梅

雨
は
梅
仕
事
の
季
節
で
も

あ
る
。
青
梅
の
収
穫
期
に

な
る
と
、
産
地
か
ら
梅
が

送
ら
れ
て
く
る
家
も
あ
る

だ
ろ
う
。
ス
ー
パ
ー
店
頭

に
は
新
鮮
な
青
梅
が
並
ぶ

▼
わ
が
家
に
は
福
井
に
あ

る
母
の
実
家
か
ら
青
梅
が

送
ら
れ
て
く
る
。
こ
れ
で

梅
酒
を
作
る
。
青
梅
を
洗

っ
て
水
気
を
取
り
、
ヘ
タ

を
竹
串
で
取
っ
て
、
瓶
に

梅
と
氷
砂
糖
を
交
互
に
入

れ
、
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
を

注
ぐ
。
梅
仕
事
を
面
倒
に

思
う
年
も
あ
る
が
、
作
業

に
没
頭
す
る
と
、
し
ば
し

浮
世
を
忘
れ
ら
れ
る
。

東
北
日
本
ハ
ム
は
、
特
定

原
材
料
７
品
目
を
含
ま
な
い

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
商
品

専
用
工
場
を
展
開
。
「
み
ん

な
の
食
卓
」
シ
リ
ー
ズ
や
米

粉
パ
ン
な
ど
幅
広
い
商
品
の

製
造
を
行
い
、
全
国
へ
供
給

し
て
い
る
。
国
内
外
で
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
る
中
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
商
品
市
場
が
抱

え
る
問
題
や
課
題
と
は
。
澤

田
潔
志
社
長

に
聞
い
た
。

〇
…
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー

の
人
を
対
象

に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
『
表
示
を
分
か

り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
』
と

い
う
声
が
一
番
多
か
っ
た
。

特
定
原
材
料
７
品
目
、
特
定

原
材
料
に
準
ず
る
も
の
２０
品

目
を
示
す
表
示
も
、
企
業
ご

と
に
違
う
の

が
現
状
。
購

入
時
に
一
目

で
対
象
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
が

含
ま
れ
て
い

る
か
を
判
断

で
き
る
よ
う
、
表
示
方
法
を

統
一
す
る
こ
と
は
課
題
の
一

つ
と
い
え
る
。

以
前
に
比
べ
て
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
商
品
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
は
増
え
、
専
用
ラ

イ
ン
を
増
設
す
る
な
ど
食
品

会
社
の
取
り
組
み
も
活
発
化

し
て
い
る
。
一
方
で
、
お
客

さ
ま
か
ら
は
『
購
入
で
き
る

場
所
が
分
か
ら
な
い
』
『
ア

イ
テ
ム
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
』
と
い
っ
た
声
も
引
き
続

き
多
い
。
欲
し
い
時
に
買
え

な
い
状
況
が
な
く
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

〇
…
当
社
が
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
商
品
を
手
掛
け
る

中
で
、
最
も
苦
労
を
し
て
い

る
の
は
商
品
開
発
・
販
促
と

資
材
の
調
達
。
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
商
品
の
開
発
は
限

ら
れ
た
資
材
の
中
で
、
工
夫

し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
設

備
投
資
な
ど

を
含
め
て
課

題
は
多
い
。
ま
た
、
お
客
さ

ま
の
認
知
度
が
低
い
状
況
か

ら
、
ど
う
売
り
に
つ
な
げ
て

い
く
か
。
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

調
達
面
で
も
ア
レ
ル
ゲ
ン

物
質
を
含
ま
な
い
資
材
が
安

定
的
に
入
る
こ
と
、
ま
た
も

し
何
か
問
題
が
あ
っ
た
際
に

替
わ
り
の
も
の
を
す
ぐ
に
用

意
で
き
る
か
な
ど
心
配
は
尽

き
な
い
。
仕
入
先
に
何
度
も

点
検
に
行
か
せ
て
い
た
だ

き
、
安
全
を
確
認
し
た
資
材

を
用
い
て
商
品
化
し
て
も
、

販
売
量
が
伸
び
ず
資
材
の
供

給
を
や
め
た
い
と
言
わ
れ
る

リ
ス
ク
も
抱
え
て
い
る
。

〇
…
４
月
に
「
み
ん
な
の

食
卓
野
菜
ス

ー
プ
」
を
発

売
し
た
こ
と

で
、
主
食
、

メ
ー
ン
、
ス

ー
プ
、
デ
ザ

ー
ト
と
食
卓

を
想
定
し
た
際
に
思
い
浮
か

ぶ
ア
イ
テ
ム
が
一
通
り
揃
っ

た
と
い
え
る
。
今
後
は
今
の

商
品
群
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
く
。
ま
ず
、
重
要
と
な

る
の
が
お
客
さ
ま
に
当
社
の

商
品
を
認
知
し
て
い
た
だ
く

こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展

や
学
会
や
研
究
会
で
の
展
示

な
ど
地
道
な
活
動
を
進
め
て

い
る
。

目
指
す
の
は
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
食
品

の
提
供
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

商
品
が
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
定
着
し
、
『
お
い
し

い
か
ら
買
い
た
い
』
と
す
べ

て
の
お
客
さ
ま
に
言
っ
て
い

た
だ
け
る
商
品
を
手
掛
け
て

い
き
た
い
。
最
大
の
課
題
で

あ
る
『
お
客
様
に
ど
う
繋
げ

て
い
く
か
』
を
解
決
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
（
５
面
「
ア
レ
ル
ギ
ー

企
画
」
に
東
北
日
本
ハ
ム
座

談
会
を
掲
載
）
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２
０
１
７
年
度
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド

（
Ｕ
Ｄ
Ｆ
）
生
産
量
は
、
前

年
比
１３
・
７
％
増
（
２
万
１

千
９
３
３
ｔ
）
、
同
生
産
金

額
は
１０
・
３
％
増
（
２
４
９

億
１
千
万
円
）
と
な
り
、
量

・
額
と
も
に
８
年
連
続
で
２

ケ
タ
増
と
な
っ
た
。
日
本
介

護
食
品
協
議
会
（
７６
社
）
が

会
員
企
業
を
対
象
と
す
る
Ｕ

Ｄ
Ｆ
生
産
統
計
を
集
計
し
発

表
し
た
。

５
月
末
時
点
の
登
録
ア
イ

テ
ム
数
は
２
千
２５
ア
イ
テ
ム

（
前
年
比
１
７
２
品
目
増
）

と
大
幅
増
。
販
売
先
別
の
生

産
量
と
生
産
額
は
、
市
販
用

が
生
産
量
１０
・
９
％
増
（
５

千
６８
ｔ
）
、
生
産
額
９
・
６

％
増
（
８１
億

９

０

０

万

円
）
、
業
務
用
は
生
産
量
１４

・
６
％
増
（
１
万
６
千
３
５

５
ｔ
）
、
生
産
額
１０
・
７
％

増
（
１
６
８
億
１
０
０
万

円
）
。

市
販
用
と
業
務
用
の
比
率

は
２３
・
１
％
対
７６
・
９
％
と

な
っ
た
。（

２
面
に
つ
づ
く
）
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ヤ
マ
キ
は
１１
日
、
米
国
で

削
り
節
・
粉
末
の
生
産
・
販

売
事
業
を
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
近
郊
の
フ
ォ
レ
ス
ト

グ
ロ
ー
ブ
に
１
０
０
％
子
会

社
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｕ
Ｓ

Ａ
」
を
設
立
。
新
会
社
は
、

同
地
に
あ
る
味
の
素
グ
ル
ー

プ
の
ニ
ュ
ー
シ
ー
ズ
ン
フ
ー

ズ
社
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
社
）
の
生
産

拠
点
を
活
用
し
、
今
年
９
月

の
生
産
ラ
イ
ン
稼
働
を
目
指

し
て
い
る
。
２２
年
の
売
上
目

標
は
４
１
０
万
�
（
約
４
億

５
千
万
円
）
。
ヤ
マ
キ
は
現

地
生
産
を
開
始
す
る
こ
と
で

米
国
で
の
事
業
拡
大
を
加
速

す
る
。

ヤ
マ
キ
に
よ
る
と
、
米
国

で
は
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

の
増
加
、
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど

ん
と
い
っ
た
麺
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
大
に
伴
い
、
「
だ
し
」
の

提
供
価
値
が
高
ま
っ
て
お

り
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

い
る
。

同
社
は
従
来
、
日
本
か
ら

の
輸
出
で
商
品
を
供
給
し
て

き
た
が
、
現
地
生
産
を
開
始

す
る
こ
と
で
、
外
食
・
加
工

メ
ー
カ
ー
向
け
に
高
品
質
の

削
り
節
・
粉
末
を
供
給
し
、

市
場
規
模
の
さ
ら
な
る
拡
大

に
努
め
る
構
え
だ
。

新
会
社
の
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ

Ｉ

Ｕ
Ｓ
Ａ
」
は
米
国
初
の

削
り
節
・
粉
末
の
生
産
・
販

売
法
人
。
今
年
３
月
に
資
本

金
９０
万
�
（
約
１
億
円
）
で

設
立
さ
れ
た
。
取
締
役
会
長

（
非
常
勤
）
は
村
上
哲
也

氏
、
取
締
役
社
長
（
常
勤
）

は
三
浦
二
郎
氏
。
か
つ
お

節
、
だ
し
を
中
心
と
し
た
食

品
の
製
造
・
販
売
を
事
業
内

容
と
し
、
Ｎ
Ｓ
Ｆ
社
の
一
角

に
新
工
場
・
生
産
ラ
イ
ン
を

建
設
中
だ
。

新
工
場
は
延
床
面
積
１
千

１
２
０
�
。
切
削
機
、
粉
砕

機
な
ど
の
設
備
を
導
入
す

る
。
生
産
品
目
は
削
り
節

（
５０
％
）
、
だ
し
パ
ッ
ク

（
３５
％
）
、

粉

末

（

１５

％
）
。
削
り
節
類
の
生
産
能

力
（
１
袋
４
５
４
�
換
算
）

は
一
日
当
た
り
４
０
０
～
５

０
０
袋
、
年
間
１０
万
袋
と
な

る
。生

産
ラ
イ
ン
は
日
本
よ
り

も
小
ロ
ッ
ト
で
生
産
可
能
な

ラ
イ
ン
と
な
る
予
定
。
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
合
わ
せ
、
配

合
を
細
か
く
設
定
し
た
商
品

の
開
発
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
現
地
生
産
・
現
地
販
売

の
た
め
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

短
縮
に
加
え
商
品
の
鮮
度
向

上
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に

現
地
に
販
売
拠
点
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
的

確
な
把
握
、
営
業
効
率
の
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
み
て
い

る
。
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や
ま
磯
（
広
島
市
）
の
新

社
長
に
磯
部
玄
士
郎
前
専
務

が
就
い
た
。
磯
部
茂
見
前
社

長
は
代
表
権
の
な
い
会
長
に

就
任
。

磯
部
社
長
は
茂
見
会
長
の

長
男
で
１
９
７
３
年
４
月
１０

日
生
ま
れ
の
４５
歳
。
広
島
市

出
身
。
９５
年
麻
生
福
岡
短
大

（
現
・
九
州
情
報
大
）
卒
業

後
、
東
京
宝
（
現
・
Ｔ
Ｔ

Ｃ
）
を
経
て
９６
年
、
や
ま
磯

に
入
社
。
２
０
０
３
年
に
取

締
役
営
業
本
部
課
長
、
０８
年

専
務
取
締
役
、
今
年
５
月
２９

日
に
社
長
に
就
任
し
た
。

（
２
面
に
関
連
人
事
）

１９
年
１０
月
に
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
へ
の
事
業
者
間
取
引
の
対
応
を
め
ぐ
り
、
新
た
な

課
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
現
在
、
一
部
の
小
売
団
体
は
納
入
業
者
へ
の
発
注
を
税
率
ご
と
に
分
け
る
方
向
で
調
整
を

進
め
て
い
る
が
、
こ
の
手
法
で
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
足
並
み
を
揃
え
た
場
合
、
発
注
デ
ー
タ
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
、

売
り
手
・
買
い
手
双
方
の
業
務
負
荷
が
高
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
背
景
に
は
業
界
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
流
通
Ｂ
Ｍ

Ｓ
が
複
数
税
率
混
在
型
の
電
子
発
注
伝
票
の
作
成
・
送
信
に
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
軽
減
税
率
制

度
の
研
究
で
先
行
す
る
日
本
加
工
食
品
卸
協
会
（
日
食
協
）
は
、
各
小
売
団
体
と
連
携
し
て
対
応
を
検
討
す
る
。

流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は
０７
年
に
実

用
化
さ
れ
た
小
売
―
納
入
業

者
間
の
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
。
食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

小
売
業
は
Ｊ
手
順
に
よ
る
従

来
型
Ｅ
Ｄ
Ｉ
か
ら
の
切
り
替

え
を
急
い
で
い
る
状
況
だ
。

導
入
小
売
企
業
数
は
既
に
１

８
２
社
（
６
月
１
日
現
在
、

社
名
公
開
企
業
の
み
）
に
広

が
っ
て
い
る
が
、
来
年
の
軽

減
税
率
制
度
の
開
始
に
向
け

て
爆
発
的
な
普
及
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

０７
年
の
実
用
化
当
初
か
ら

発
注
・
請
求
な
ど
の
電
子
伝

票
書
式
に
税
率
区
分
項
目
を

設
け
て
い
る
た
め
に
、
軽
減

税
率
導
入
後
の
２３
年
１０
月
に

義
務
化
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
）
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
か
ら
だ
。

た
だ
し
、
現
在
の
流
通
Ｂ

Ｍ
Ｓ
は
発
注
デ
ー
タ
を
税
率

ご
と
に
分
け
て
作
成
・
送
信

す
る
運
用
ル
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
税
率
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
を
ま
と
め
て
発

注
で
き
な
い
。
小
売
団
体
が

税
率
別
発
注
へ
の
一
本
化
を

検
討
し
て
い
る
の
も
、
こ
の

こ
と
に
起
因
す
る
。

こ
の
税
率
別
発
注
が
食
品

業
界
の
商
慣
行
と
し
て
定
着

し
た
場
合
、
小
売
と
納
入
業

者
の
受
発
注
処
理
業
務
は
税

率
区
分
の
な
い
現
方
式
に
比

べ
煩
雑
化
す
る
。
食
品
は
軽

減
税
率
（
８
％
）
の
対
象
だ

が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て

は
標
準
税
率
（
１０
％
）
の
商

品
が
か
な
り
多
く
混
在
し
て

く
る
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
み
り
ん
は
調
味

料
売
場
の
商
品
だ
が
、
酒
類

に
区
分
さ
れ
る
た
め
標
準
税

率
が
適
用
さ
れ
る
。
一
方
、

加
塩
に
よ
っ
て
不
可
飲
処
置

を
施
し
た
み
り
ん
風
調
味
料

は
軽
減
税
率
だ
。
ド
リ
ン
ク

剤
も
医
薬
部
外
品
の
リ
ポ
ビ

タ
ン
Ｄ
（
標
準
）
と
清
涼
飲

料
水
の
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
（
軽

減
）
で
は
税
率
が
異
な
る
。

ほ
と
ん
ど
が
軽
減
税
率
の
菓

子
の
中
で
も
、
価
額
に
占
め

る
食
品
の
割
合
が
３
分
の
２

未
満
の
玩
具
菓
子
な
ど
は
標

準
税
率
と
な
る
。

こ
う
し
た
複
雑
な
税
率
規

定
と
品
揃
え
の
中
で
食
品
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
税
率
別
発
注

を
採
用
す
れ
ば
、
流
通
全
体

の
発
注
デ
ー
タ
件
数
（
電
子

発
注
伝
票
枚
数
）
が
大
幅
に

増
加
し
、
業
務
効
率
の
引
き

下
げ
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。

日
食
協
の
軽
減
税
率
対
応

シ
ス
テ
ム
専
門
部
会
（
大
久

保
敏
男
座
長
・
三
菱
食
品
情

報
シ
ス
テ
ム
本
部
本
部
長

付
）
は
こ
の
問
題
を
重
視

し
、
各
小
売
団
体
と
連
携
し

て
最
適
化
の
方
向
を
探
る
方

針
だ
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
税
率
混
在

型
の
発
注
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
維
持
管

理
団
体
（
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
協
議

会
）
に
変
更
案
の
提
出
を
検

討
し
て
い
る
ほ
か
、
現
方
式

と
同
様
に
発
注
デ
ー
タ
の
税

率
区
分
項
目
を
省
略
し
、
軽

減
税
率
導
入
後
も
混
在
型
の

運
用
を
ス
ム
ー
ズ
に
続
け
て

い
く
案
も
整
理
す
る
。

同
専
門
部
会
は
今
年
３
月

に
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
に

伴
う
事
業
者
間
取
引
の
課
題

と
対
応
の
在
り
方
を
ま
と
め

た
手
引
書
（
「
消
費
税
軽
減

税
率
対
応

企
業
間
取
引
の

手
引
き
第
１
版
」
）
を
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。
そ

の
後
交
付
さ
れ
た
関
連
政
省

令
な
ど
を
踏
ま
え
、
８
月
中

に
も
最
新
情
報
を
盛
り
込
ん

だ
第
２
版
を
発
表
予
定
だ
。

軽
減
税
率
制
度
で
は
イ
ン

ボ
イ
ス
交
付
の
在
り
方
を
中

心
に
事
業
者
間
取
引
に
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
発
生
す
る

が
、
混
乱
防
止
に
向
け
た
業

界
レ
ベ
ル
の
対
応
は
遅
れ
て

お
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
と

情
報
公
開
で
先
行
す
る
日
食

協
専
門
部
会
へ
の
注
目
度
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
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軽軽減減税税率率対対応応問問題題

小売は税率別
発注を推奨か

業業
務務
負負
荷荷
拡拡
大大
のの
懸懸
念念

日
食
協

混
乱
回
避
へ
調
整

澤
田

潔
志
氏

東
北
日
本
ハ
ム

社
長

量
額
２
ケ
タ
成
長
続
く

製
品
登
録
２
千
品
突
破
１７年度
ＵＤＦ

ヤマキ

米
国
で
生
産
・
販
売

削
り
節
類
、
９
月
稼
働
へ

商
品
の
育
成
に
注
力

認
知
拡
大
へ
の
取
組
み
強
化

磯
部
玄
士
郎

氏
が
社
長
に

や
ま
磯

磯
部
新
社
長
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